
グローバルから地方自治へ
小児科医から宝塚市長に

森　臨太郎



経歴
• 兵庫県西宮市出身　５５歳
• 六甲学院４６期・岡山大医・ロンドン大院卒
• 原体験１：共働学舎
• 原体験２：阪神淡路大震災
• 経歴１：小児科医（瀬戸内海⇒豪州）
• 経歴２：保健医療・福祉政策（英国⇒大阪⇒日本）
• 経歴３：人口経済（少子高齢化）政策（国連・アジア太平洋）

無所属市民派として立候補（午後８時当選確実）
２０２５年４月１９日に第１０代宝塚市長に就任





過剰な医療に向き合う
異なる地域や国での臨床現場から学んだこと

臨床から政策へ





より確かな臨床研究を収
集・公表している国際非
営利団体「コクラン」の
日本支部を立ち上げ啓発



Lumbiganon 2010

WHOと帝王切開を例に
各国での状況調査

グローバルの方針作成



地域に入り、社会のしくみに向き合う
やるべきことを行政に訴えて政策化

政策の実践へ









ビッグデータの手法で
日本の妊産婦死亡の
データを再解析

自殺が三分の一占める
ことを発表



適正な意思決定と向き合う
持続可能な社会保障を進めるために

政策の意思決定



豪州や英国、そして
さまざまな国際経験
と、データを整理し、
日本の持続可能な社
会保障の方向性につ

いて考えた



国連職員として、少子高齢化・移民政策・労働政策・都市
計画など、さらに広い社会政策にかかわった

方向性はそう複雑ではないが、意思決定の問題



適正な意思決定
• 持続可能な社会保障

• 医療の集約化政策
• 救済から予防政策
• 少子高齢化対応策

複雑化する社会政策において、持続可能性の観点から、適正と考えられる
政策を策定し導入するには、一見不人気な政策を導入する必要もある。

一方で、その対象集団にとって適正な政策は、
その対象集団との対話でしか知りえない。

新しい市民参加型のアプローチのよる対話と決断が必要



市長としてやりたいこと
対話と決断で、少子高齢化局面での新しい時代へ向けた政策転換

行政の長として



市民と市長の対話ひろば
• 毎週開催（議会がない月）
• 同じ月内では異なる時間と場所を
• 予約不要
• 市長自身がファシリテーション
• 住民基本台帳から無作為抽出で　
毎月１００名に招待状



対話
毎週予約不要の市民ひろば

SNSによる発信
イベント参加

すべての会派・政治勢力と

決断
行財政改革を断行
１０年累積赤字
113→63→22億円

イデオロギーからは自由に


